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！大火の写真 ｜

13 鳥取大火

昭和27年4月17日午後2時55分鳥取市

吉方町空屋より出火，初期防火の失敗

劣勢な消防力，また，風速 11m南々

西 （湿度30%）の強風に袋川のバラッ

ク建商店街は火熔の橋渡しをし，火勢

はますます拡大し 5,228戸， 449,295

毎日新聞社提供

平方米 （136,150坪）5, 714世帯を10時

間にわたって焼きつくし，死者3名，

傷者3,963名，損害額 193億 2,439万

円。原因は汽車よりの飛火と見られて

いる。
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まえがき

専門家の皆様からみたら，本当にバカバカし

いようなことでございましょうが，時には立場

を変えて，ズブの素人の火災体験を卒直に申上

げてみるのも，何かのご参考になるかも知れま

せん。

もう古い話ではございますが，その時の印象

が強烈だったからでしょう。私にはつい近頃の

出来事のように，今もマザマザとしたイメージ

が浮んでまいります。

1. 杉の生垣

昭和9年の春，ポカポカした陽射しに，長い

冬の根雪も漸く消えた4月上旬，新潟県高田測

候所の露場一一気温や降水量などを観測する広

場で芝生になっている所一ーで，若い職員が4

・5人，芝焼きをはじめました。
マッチで芝の枯葉に火を付けたのですがサツ

パリ燃えません。

「ナーンダ，つまらないグ」

と，チヨ ット油断したのが大シク シリの元でし

た。 露場も隅の方になりますと枯芝が長くなっ

ていますので，見ている内にスルスルと火が延

びて，高さ 2尺ほどの土手の根元に 達 しまし

た。土手の上は3尺位（99cm）にメlj込んだ杉の

生垣になっていて，所々に雪折れした枯枝も出

っています。

忽ち，パリパリツという豆を煎るような音が

したかと思うと，大きな火柱が天にiiドし一一一マ

サカそれほどではなかったのでしょうが，何し

ろこっちの方がビックリ仰天してしまったので

そんなふうに見えたのでしょうーーとに角，火

焔がー丈近くも立ち昇ったことは確かです。

全くもって思いもかけぬ不意打ちに，みんな

青くなってその辺を右往左往するばかり。

この時でした。 M君が馳けて行って，露場の

中程にあった蒸発計を掴むが早いか，サツとば
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伊 藤 亀 雄

かりに中の水をかけました。

ここまでは誠に天晴れな一一いや気象学者と

しては実は余りアッパレとは申されなし、かも知

れません。その日の蒸発量は欠測になるわけで

すからーーしかし，何しろ中味はタツタ20ミリ

(0.6リットル），それも平常あまり投球コ ント

ロールが宜しくない処へもってきて，あわを食

っていますからうまく行く筈がありません。

見る見る内に火は物凄い勢で杉垣を横に這っ

て，将に垣の外に隣接する民家の廟に燃え移ろ

うとしましfこ。

万事休失グ

皆が

「もうダメだ．ゲ」

と半ばヘタバリかけたl時，庁舎の中からハダ

シのまま消火捺を抱えて飛び出してきたのはK

君でした。

白い液体がシユーツと空中にゆるい弧を画し、

たかと見ると，さしもの大火焔もパツタリ納ま

ってしまいました。今しがた「もうダメだ手が

つけられなし、」などと思ったのは，まるで嘘の

ようで，あまりのアツケなさに私は暫くの聞は

自分の目を疑ったほどです。

それは泡＇／￥式の傾くありふれた消火器でした

が，その3ヒb果は全く篤ろくベきものでしfこ。古

t笠けたよ

えたことはありませんでしfこ。

2. 稲葉山城の全焼

稲葉山などと申しましでも，お分りにならね

方が多いかも知れませんが，これは鵜飼で名i白

い岐阜の長良川南岸に懇立する，海抜339メー

トルの小山です。

しかし，楳高こそ左して高くはありません

が，南は濃尾の沃野を一望の下に収め，北には

長良川の清流をめぐらして，切り立つ断崖絶壁

は天然の要害を形造っています。



永蔽7年（1564）織田信長に攻め亡ぼされる

まで，斎藤氏の居城になっていた所です。

ここで私たちが，山l頁気象観測を始めたのは

昭和18年1月1日からで，岐阜測候所のl隊員が

毎日，交替で2人宛登山し，城中でーイ交を明か

して翌朝下山するのです。

もっともお城とは中しましでも，それは明治

43年に，原形を模して造ったものですが，それ

でも仲々立派なものですから，市民は朝な夕な

山上にその勇姿を仰ぎ見て親しんでいました。

「お城を気象観測に使わせて下さい」

とお願いすると，時の市長松尾国松氏は即座

に快諾してくれました。そして

「だがネ伊藤さん，このお城は市の表看似です

からね，どうか火事だけは呉々も気を付けて下

さし、よ」

と固く念をおされました。

この言葉が，ものの2カ月もたたない内に階

い現実になろうとは，その時は知る由もありま

せんでした。

「山が火事です／」

という言葉が，受話捺から私の耳，いや全身に

突き刺さったのは， 2月17日の午前3時過ぎで

したの

寝巻のまま，無我夢中で宿舎の2階へ馳け上

ると，パツと窓をあけました。

その時自に写った光景こそ， 16年後の今もな

お，私の眼底に固く焼きついて離れないもので

あります。

深夜の山l頁に，紅蓮の焔に包まれて立つ城の

姿は，今の世のものとは思えね悲壮な偉観だっ

たに相違ありません。

けれども，こちらはそれどころの騒ぎではあ

りません。山には他に人はいないのですから，

職員の過失以外に原因は考えられません。

城が焼け落ちた午前5時頃，私の覚悟も決り

ました。

「大事な城を焼いてしまって，市長にも市民

にも誠に申訳がない。こうなったからには男

らしく責任をとって，立派に腹を切ろう。」

こう決心したのです。

今日から考えますと，よくもそんな事を大ま

じめに思いつめたものだ，と笑う方があるかも

知れませんが，当時としてはそう考えるのが常

識だったのです。

もし，あの朝，城へ火をつけた精神病患者の

捕まるのが，もう数時間遅れていたら，キット

今頃は「測候院亀鑑居士」かなんかの十六回忌

でもやってるに違いありません。

聞く処によりますと，岐阜では昨年，数千万

円を投じて域の再建をしたということですが，

「あの時もし山に 1本の消火器があったら…

…」と考えますと， 私どもは今日消火器に支払

う金を決して惜しむべきではないと思うのでご

ざいます。

あとがき

私はこうした事件から，少くとも 2つの重要

な事柄を教えられました。

第1は，私たちは火を消そうと思うと，反射

的に「水」には思い至るのでありますが， 「消

火器」には仲々気がつかなかったということで

す。

これは私ども素人にとりましては，誠に肝に

銘ずべき重要な教訓だと存じます。なぜなら，

どんな火事でも，まず最初にその火に立ち向う

のは，たいていその場に居合せた素人ですか

ら，その人がトツサに適切な処置をするか否か

は明暗2つの岐れ道になることが多いからで

す。せっかく立派な消火器・があっても，イザと

いう時にすぐそれに気がつかないようでは，何

の役にも立ちません。

杉垣から隣家の山に火が付こうとした時，も

し1分間消火時を持ち出すのが遅れたら…．．

今想っても肌に粟を生ずる心地がし、たします。

ですから，私ども 1人1人が，消火器の置場

所とその使い方をよく覚える一方，水よりも

「まず消火器」ということを忘れないように心

掛けなければならないと存じます。

第2は針葉樹，特に杉のような燃え易い樹木

を家の近くに植えないことです。私はあれ以

来，どこへ転勤してまいりましでも，まず第1

に庁舎や宿舎に近接した杉の木を，全部引っこ

抜くか，切り倒すことにしています。

（筆者はill形地方気象台長〕
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この表でも判るように，東京における完全失

業者は毎年4月になると頂点になり，秋口にな

ると最低になるのが例である。

これは3月に各学校を卒業して，職につけな

い人が沢山あるのでこのようになるのである

が，不思議なことにこのカーブは放火のカーブ

と実によ く一致しているのである。

昔から衣食足りて礼節を知ると云われている

が，こんなところにもこの言葉がぴったり当る

のであるまいか。昭和20年から26年までは，所

調終戦後の混乱期であって，火災にも年によっ

て増減が表われているが，昭和27年からは，増

える一路を辿っているのである。

これを表にしたのが次の2表である。

昭和26年火災件数が上向いてからは，同じよ

うな角度で上昇してきたのであるが，昭和32年

に一寸下向きになったのに，昨年は叉上向きに

変ってしまっている。

では東京の火災がこんなふう

に増える理由は何処にあるので

あろうか。

これには色々の原因があろう

が次のようなことが云えると思

1. どうしてこう多いか

東京の火災を20数年間にわたって1つの線上

に表現してみると， 2つの大きな特徴のあるこ

とがわかる。その1つは戦前「昭和11, 2年頃

から18, 9年頃まで」と，戦後とである。

戦前は世の中が比較的穏やかであって，通貨

の価値においても，住宅事情においてもある程

度は安定していたものと思われ，従って世の中

の人の心も落付いていたのではあるまいか。人

の心が安定していると云うことは，火災には極

めて大きな関係があって忘れてならないことと

思う。

人の心が満ち足りていると云うことは，現在

のような時代にはなかなか望むべくして得られ

ないことではあろうが，これを東京都内の放火

件数と，完全失業者数との関係についてみる

と，次のような表となり不思議なものである。

東京区分火災表第 1：表
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東京区部の人口は毎年23万人

位づっ増えている。これ等の人

が全部都内の何処かに住んでい

るので，毎日の日常生活に必要
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第 2表 東京区部火 災表
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になる。そして家もどしどし建てられているの

である。これも火災増加の一因であろう。

それよりももっと根本的な問題があるような

気がする。それは東京都民の生活様式の変化で

ある。

平治物語などを読んでみると，あの頃は未だ

畳を敷いて生活していたようにも思えないが京

都附近の室町時代に建てられた寺などには畳の

あることがわかる。しかしそれも一般庶民生活

の中にあったかどうかは疑わ しいので，本格的

に庶民が畳の上で生活するようになったのは，

弘治年間繭草を本格的に作るようになってから

である。それにしても東京都民が畳の上に住む

ようになってから，すでに400年になっている

のである。

我々が子供の頃は母親が着物を経うときは火

のしゃ，こて，と云うものを使っていた。熱源

は炭火でありその頃は殆んどの家庭でこうした

ものを使っていた。

座敷の中で採暖するときも殆んど火鉢か恒爆

であった。これも熱源は炭火である。更にお勝

手で炊飯するときも薪か木炭であった。現在使

われているガスも一般に使われ出したのは明治

になってからのようである。それも炊事用に限

られていて，使用範囲は限定されていたのでは

ないだろうかと思う。

それが現代はどうであろう。建物も板の間の

洋風の部屋を作る家庭も中にはあるが，それで

も全部畳を追放してしまっているわけではな

い。一部の部屋に板の間を作るようになったと

云うだけのことである。

400年も前から畳の上で着・物をきて座ってい

た東京人も，その点では今も変らぬ生活をして

いるわけなのである。

ところが採暖の方はその頃とは全く変って来

ている。カスストーフ，電気ストーブ，電気ゴ

タ人となり，火のしゃコテはアイ ロンとなっ

てしまっている。

そこで重大なことは，建物の概ねの様相は数

百年同じであるのに，こ うした暖房器具が現わ

れ，然もそれが徳川初期から同じの建物である

畳の間で、使われていると云うことである。 これ

が現在の東京の住居部分からの火災が，圧倒的

に多い原因をなしているのである。

然もそれ許りではなし、。スタンド，ラジオ，

テレヒ，ミキサー，電気洗濯機，電灯，電蓄，

等々数え上げれば数限りない火災の元となる熱

源が畳の上で使われている。

これが更にこの3'4年の傾向は著しく，家

庭屯化のブームさえ巻き起している。これが火

災を益々多く している原因ではあるまいか。

2. どの業態に多かったか

昨年の東京都内に起きた火災は，総数 5,842

件の多きに達したが，その火災がどの業種に多

く起きているかと云うと，次のようになる。

これは主なものを上げただけであるが比較的

多く発生し，損害も多かったものの中から選ん

だものである。

次頁第3表では過去3ヶ年のそれぞれの業態

の出火の移り変りを表わしているが，この表で

もわかるように，年毎に数字が大きくなってき

ている。
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第3表

建物使川別 Ju百和31年｜幻年｜叫
応住専川宅 I9叫 m 件I11叩
アパ一 ト ｜ I 164 I 294 

ト 102 I ーベ一一一一一
寮 I I 60 I 76 

学校 I45 I 47 I日
興業場 I 23 1 20 I 27 

－三竺一色竺_I~とl＿ ~I← 90
旅館ホテノレ ｜ 37 I 45 I 6 0 

料理飲食店 ｜ I 202 I幻

パン菜子製造業 「I 司：1
家具製造業｜ 1 58 i 59 
印 刷業 ｜ I 73 I 88 

特にアパート，寮，学校，料理飲食店などが多

くなってきているのである。然しこの表だけを

みただけではその業態が多くなっていると云う

だけであるが，アパート，寮の火災の出火個所

火災原因をよく調べてみると，何れもみな住居

部分から発生しているものが多く，（1）に書いた

ことを裏付けるようなものが多いのは事実であ

る。

また，料理飲食店では，心なきお客の投げ楽

てて行った煙草の火によるものや，調理室附近

の，コンロ類，寵等の使用不適又は据付寵の構

造不備故障等が多いのである。

特に営業用据付笥の故障に多いのは，地下鉄

工事， ビル工事等のために，地鮮の振動，地下

水の多量汲上げ等によって，地盤の移動，建物

の不動沈下に基因するものがかたりあるのは，

文明が冒す社会病であるかも知れない。

また，この業態、は意外に多いのはネオン火災

である。ネオソは屋外の高い場所に設置されて

いるので，家にいる者も案外気を配っていない

のかも知れない。苦々消防を職業としている者

は町の中を通っても，故障しているのをよく見

かけるが，設置しである家の人達は呑気に榊え

ている。

字の一部分だけ薄くなっていたり，消えてい

たり，あるいは不定期にちらついていたりして
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いるのがそれである。ああしたネオンは雨でも

降ると直ぐにも火災になってしまうものなので

よくおたがいに注志し合ってゆきたいものであ
ヲ

匂 。

また，昨年中は学校火災の多かったのも 1つ

の特徴である。

学佼別に云うと小学校，高等学校に多く，そ

の殆んどが教室，物世等で起きている。そして

その原因の多くが放火か放火と疑われる火災で

あることは，まことに残念である。

放火と疑われる火災の大部分が小学校に多

く，また，出火した場所も教室内であること

も，例年の通りであるが何とも云えない暗い感

じのする火災である。

3. 昨年の火災の特徴

特徴中の特徴と云えば放火又は放火の疑を持

たれる火災が急激に増えてきていることであ

る。

これを昭和31年からそれぞれの年末におけ数

は次のようになっている。

放火

放火の疑

三
l
p
o
n
U

A
耳

l
nδ

q

u

唱

i

1

i

nJ
 

32年

111 

269 

33年

90 

449 

このように年毎に激増していて，しかもそれ

が実に巧妙になってきていることは篤く許りで

ある。

これは所謂ナベ底景気と云われ，金制りが均

訴しなくなると起る現象なのである。

何時のl時代にも金制りが均訴すると云うこと

はあり得ないが，ナベ底景気などと云われると

きには，その現象は顕著に表われるものであ

る。これは過去においてもそうであったのであ

る。

それに反して景気が上昇してくると多くなる

のが，中小企業の火災である。

ナベ底呆気と云われる昨今の景気の中にあっ

て，この中小企業の火災が割合に多かった。こ

れは放火の火災と対照して一寸矛盾しているよ

うに思えるが，私はそうではないと思っている。

何故かと云えばナベ底対気の中にあっても，

中小企業に対する銀行の貸出しは比較的に多か



ったのであるまいか。それに中小企業は稼動人

員と設備の関係において，稼動人員と核勤時間

の関係において火災が発生するものであるか

ら，昭和34年は更にこの火災は犠加するのでは

あるまいか。

東京都内の昨年中の建物火災の総数は4170('1二

であったが，その中で中小企業に該当すると山

われるものは， 2272件であり実に55%の多きに

達しているのである。

更に損害をみると， 34億円弱であるが，その

7割近くがこの中小企業の損害である。

日本の企業体組織は中小企業と云う沢山の起

によって支えられているのに，その足にこ うし

た創痕が出来てはなおり，出来てはなおってい

ることは考えなくてはならないのである。

今年の国家予算は財政投融資まで含めると去

年よ り実に2,000億円以上膨れているらしい

が，そうなると更にこの種の火災が増えるので

はあるまいか。

4. これを区別にみると

東京都内の火災発生は，確かに区によって大

きな聞きのあることは事実であり，これはその

地域の建物状況産業動態，道路や水利状況等に

よるものと思われる。

然も火災の多い｜亙は毎年上位にあることは注

意すべきことである。放火や放火の疑の火災も

地域的に片寄っている。それもそうした環境の

人々が集まっているためと思われる。この状況

を表にしたのが次の4表である。

以上色々書き立ててきたが昭和33年の火災は

またも大躍進して年を越したのである。

日本全国で起きた咋年の火災がどの位のムに

なっているかは未だ’必でないが東京の火災はそ

の中で相当の割合になるだろうと思う。東京都

民全体の問題として関係者の一考すべきことの

1つではあるまいか。

註業態別の火災を占 く －f~亙でいたのに， 昨年中の火

災統計が出来たので変~：してこの記事を載せたこ

とをお断りしてベンを捌きたし、。

（筆者は東京消防庁予防部調査課長〕

第4表 昭和33年度火災件数一覧表 東京消防庁

方面別 i区別 l｛牛ふ｜同署別 ｜ 計
中央 ｜ 255 l-13 L京橋_J_ 156 
I I 2s I 日本橋 I 99 
I I 44 I 丸ノ内 I 59 

1 

千代田 ｜ 2461431麹町 1 61 
I I 22 I神田 I 126 
I 12 I 芝 I 159 

港 322 I 45 I赤 坂 ｜ 49 
日正I一宮市干「~
I 41 I麻布 ｜ 67 
22 I 48 I水 上 1 22 
I 21 I大森 ｜ 129 

417 I 31 I東調布 I 89 
｜① ｜浦田 I 199 
lcI品川 ｜304 I 
I 26 I荏 原｜ 107 

231 I① ｜渋谷 I 231 

2 I大田 ｜

戸司
｜① ｜世田谷 I 174 
277 I 47 I成披 ｜ 38 
i 42 I玉川 1 65 

3 

112 I 2s I目 黒｜ 112 
｜① ｜淀橋 ｜ 173 

336 I _3_3 _1__11哩一釜ーし~立
I 36 I牛込 ｜ 77 

中野 1 173 I① ｜中野 ｜ 173 
4 

杉並 I 253 J 14 I杉並 ｜ 150 
I I 27 I荻窪 ｜ 103 

方面別 ｜区別 l件一両位両面1H 
豊島 ｜ 232 I① ｜豊島 I 233 

5 

6 

7 

文京 ｜ 182 I 30 I小1::iJll I 93 
ヲ了「正一郷一丁一89

北

板橋

練 馬

台東 ｜
荒川

足立

江東 l
墨田 ｜

｜ 江戸川 i 
7可
ぷ』
ロ

I 36 I王子 ｜ 77 
232 日訂ーヨママ耳~
I 35 I 滝野川 I 84 
231」i2I板橋 1 216 
I ｜志村 ｜ 15 
E子「15「 練馬 ｜ 1必
I 19 I F谷 I 132 

300 I 38 I浅草 ｜ 74 
29 I 日本堤 I 94 

267 I① ｜荒 Jll I 267 
2乃は札 _i:._____jl:''---1 135 
I 16 I 西新井 I 144 

2ss I 24 I 城ー豆一L一旦L
日目一藻 Jll I 164 

8 1~一｜一旦Lー島_L_」2全
I 16 I本所 ｜ 144 

216 I 20 I 江戸川 I 130 
33 i小岩 1 86 

253 ⑦ ｜本田 「184
I 40 I金 UIJ I 69 

~竺
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〔随想〕 火事と東京人

~ 
夕食後のひととき，番茶をすすりながら，ラ

ジオに耳をかたむける。

あいもかわらね政界のいざこざから世界の動

き，さては国内へもどって，いつもの悲傷ざた

から交通事故。うんざりしていると， 「－…

ところで，きょう午後4時半ごろ，東京都00

区00町… －」そばでこどもが直感的に，「火
事だよ」とあいのでをいれる。そこでラジオは

「…，目・ アパートoo~rの 2 階から出火，おり

からの強風にあおられて…・・・一」と公式的にく

る。
， 

こうのべつまくなし火事ばかり出さなくても

よさそうなものだが，とは誰しも思う。そこ

で，一昨年の統計を拝見におよぶと，東京の出

火率，これは人口 1万人あたりにして年に 7.2

件だということである。そのうちに（きょうは

2月20日〉新しい統計が発表されるだろうと思

うが，おそらく昭和33年も，東京は依然として

出火率の王座を占めることであろう。

ところで，出火率が日本一高いということは，

つまり日本一火事を出しやすい人種が住んでい

るということだと思うが，心理学的に見たら，

これはおもしろい問題でもある。

誰しも火事はまっぴらなはずだが，結果から

見ると，どうやら江戸つ子というのは火事が好

きだというふうに見えてならなし、。

普から「火事は江戸の花だ」といって，から

いぱりして見たり，いきで，いなせなまといも

ちというと，往年の婦人層からはあこがれのま

とにもなっていて，小唄だか端唄だかのたぐい

にうたわれたり，あの小ざっぱりした火消のは

つぴ姿が芝居に現われたりすると，一種の江戸

情緒がかもし出される。そんなことからして，
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松 沢者 雄

江戸つ子は火事が好きだというふうに見られそ

うでもある。

わたしは江戸つ子ではない。 しかし，明治41

年の東京生まれだから，それなりに昔の東京を

多少は知っているつもりである。もちろん，い

まとはちがって， 江戸つ子の数は，東京の人口

のかなりを占めていたから，当時の火事の模様

をおはなしすれば，およそのところはおわかり

E真えると思う。

わたしのこども時代，つまり明治の末から大

正のはじめごろの東京を思いおこして見ると，

なにしろ，いし、かげん離れたとこの火事でも，

往来は，ぱかぱかしいほどざわめいて，例の蒸

気ポンプの後を追うヤジ馬が，あるいは卒駄天

ばしり，あるいは自転車で， （もっとも，いま

の自動車ほどもなかったが〉走りざまに， 「火

事だ，火事だい，どけ，どけえ」とかなんとか，

まるで火事の取締か主催者のような顔つきをし

て，どなりちらして行ったのだから，つまらん

火事でも，つい大げさになってしまった。その

上，大きなたいこを長い棒にくくりつけて， ふ

たりで、かつぎ，ひとりがそれをたたきながら，

火事場の町名などをふれて歩く町内衆もあった

から，まあいつて見れば，ちょっとしたお祭り

ぐらいのことはあった。

当時の市電（いまの都電〉はステッ プに ドア

がなくて，いくらでもとびのりやとびおりがで

きるようになっていたから，それをさいわい，

どこかに火事があると，ヤジ馬たちはどこゆき

の電車であろうとおかまいなく，いし、かげんな

見当をつけて，とびっつき，あるいはしがみつ

いてしまう。車掌もまたそれを制するわけでも

なく，むしろはりあいよさそうに，うしろの窓



からおしりを出したりして，ひとりでも多くの

せるようにしていたくらいである。だから火事

場の方向へすすむ電車という電車は，まるで古

釘か鉄粉のいっぱいくっついた磁石のようなか

っこうをして人波をおしわけおしわけはしって

いったものである。

それやこれや，おもいあわせてみると，たし

かに天下太平のころの江戸つ子は火事が好きも

好きだったらしい。

ところで，そうした江戸つ子が，今日の東京

にどれだけいるだろうか。わたしは，案外少な

いと見ている。江戸つ子というかぎり，江戸時

代から代々つづいて来ている東京人でなくては

なるまいが，この江戸つ子がある程度共通した

性質をもっている。つまり，お人好しで，はに

かみや，案外の見栄つばりで，いきやしぶ味を

好み，よい越しの金は使わない。強いのは口先

と鼻つばしら，その上そそっかしい，などであ

る。これでは何をやったって栄える道理はな

い。ま してや，あの戦中戦後のきびしい荒波に，

どうして耐えられたであろうかと思われる位で

ある。

だから，今日のマンモス東京は， ともすれ

ば，彼等が曽てばかにしていた。いわゆる田舎

っぺ，これによって，とって代わられてしまっ

たのである。そして，政治といわず，経済とい

わず，文化といわず，生活から服装，ことばす

らも，まるっきり昔の面影はなく，みんな新し

い地図に塗りかえられてしまったのである。

従って，もう火事を好んだ曽ての人種は， t

つくの昔に，東京を明け波しているはずなのに，

それでもなおかつ，東京は日本一火事を出す人

種が住んでいるという折紙がつけられている。

こうなると，やはりこの問題は先天的のもの

ではなくて，東京という環境が，ここに住みつ

く人聞を して，火事を出しやすい人種に同化し

てしまう，という結論になりそうである。

だとすると，次はなぜそういうことになるの

か，という疑問がわいて来る。

きくところによると，民力というか，経済力

というか，そうしたものの度合は，出火率にほ

ぼ比例しているようである。だとすると，民力

がたかまるにつれて，火気や熱源がふんだんに

使われ，危険な設備や装置，器具などがふえた

り，危険物やそれに近い着火物の取扱やそれら

の場所が増加するというのであろうか，そうな

ら東京はそれにあてはまる。

民力が大きいということは，財政も豊かであ

り，消防体制もそれに比例して整って来る。現

に，東京の消防は機動性に富み，消防技術も優

れている。だから，延焼率の上では日本一低

い。そこで，ばかげた推測を下すわけだが，火

事を出しでも軽くて済むということが，知らず

知らずの聞に，東京人をして，火災に対する

危険感をマヒさせるのではないか。そこで出火

率が高まり，その結果として，消防機関は，実

戦的訓練，いや実戦そのものの体験が豊富にな

り，技術が向上して，延焼率をますます低める。

そして，また危険感のマヒ状態がつのり，出火率

を高めるというふうに，イタチごっこになる。

こうしたことは，財政が乏し くて，消防体制

が不満足だったり，その上， 気象や建物の状態

などで，幾多の悪条件をもち，大火を出しやす

く，延焼率の高い地方の人々には見られないこ

とである。

つぎに，東京というところは，何となく気ぜ

わしい。田舎から出て来ると，それを痛切に感

ずる。気ぜわしいということは，いきおい人聞

をそそっかしくしてしまう。そそっかしくなる

と，火事を出しやすくする。こうした連鎖反応

が，東京生活には生まれて来る。

なお，これは大変意地の思い推測になるが，

となりは何をする人ぞ，というような大都会の

生活では，利己主義だけが発達し，権利の主張

は鋭くても，責任観念や道義はすたれ，こうし

たことが，いつしか火事を出しやすくしてしま

つ。

おもうに，火事を出すということは，大体に

おいて，火災に対する予防知識が欠けているか，

さもなければ足りないのである。しかし，知識

はあっても，火事を出すことが少くない。それ

は，油断や不注意による場合と，責任観念や道

義心を失っている場合とが考えられる。そし

て，この責任観念や道義心のうすい風潮という
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ものは，火災予防運動などに対して，関心を示

さない傾向となって表われて来る。

だから，お互いに「どこの馬だか分らない」

などと言いあっているような大都会の生活から

は，火事を出しやすい人物が生まれて来るのも

道理であろう。

大都会は貫宮の差がひどく，経済的に不如意

の生活をつづけている人々も少くない。 そこ

で，こわれたこんろや朽ち果てた煙突などを，

それとは知りながら使いつづけている場合も考

えられる。

また，人口街度が大きくなると，それだけ複

雑な人市関係を生じ，思くすると，怨恨ざたが

起り，よからぬ人間も混在するから，放火やそ

の疑いのある火災も多くなるわけである。

（準者は労働省産業安全研究所 ・指導部長）

( (N. F. P. A. Firemenより〕

~ 未開拓地火災を空中より攻撃（消火）する

< ここ数年間に未開拓地火災や森林火災に対し，飛 に於けるこの種作業の二つの糾＇ ljでありまして， ? 
i行機を使用することが戦術的消火作業では必須の裂 （この内一つははぶく〕写真は空からの消火作業よ j
〈素となったのである。 り期待され得る消火の範囲を明ら方、』こ示している。 、

~ 1957年8月発行の＂ Firemen＂誌にて報告された古日 写真に見える飛行機はPBY型である。この仕事 ；

〈く米国農業省森林火災調査部は二年間に亘り飛行機 は飛行士には危険なもので過去数年閑に数人が広汎 （

jで空中より火災に使用された Water-borateslurry 聞な地上火災に消火作業中死亡している。空中より 〉

｛の効果を決定する為の一連の実験を行ってきた。 の消火作業は西部沿岸地方の未開拓地火災には特に 〈

~Slurry とは S吋ium calcium borateとwa加との 適切に思えるが，一方米国及びカナダの或地方におj
i混合により作られるものであって，その浴液が特殊 ける森林防護隊でもこの磁消火方法を検討中であ ！

？装備された飛行機により火災（火焔〉に投下される る。 ? 
｛のである。 昨年 NewYork州ではこの空中消火方法を災験 ｛

S Californiaに於てはここ数年間，飛行機がこの径 する為の飛行機を購入するのに 2万ドノレ以上も費や 〉

i目的（消火〉に益々多く使用されております。この した。 （写真はロサンゼノレス郡消防署より〉 ： 
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車種混駐

パーキングをわが国では広義の駐車と訳しバ

ス， トラックまで『駐車』と称している。米国

ではパーキングは乗用自動車の駐車のみを意味

する。従って，建築物であるガレージは， トラ

ック等が間違っても入庫できないよう入口の天

井を7尺（2.lm）位に低くしてある。数多くあ

るパーキング ・ロットでも日本で見る如き， 乗

用車，パス， トラック，三輪オートが混然、と駐

車している光景は1つも見当らない。 町のガソ

リン ・スタンドの火災事故の例を見ても，単車，

三輪自動車などの露出配線のショートからこ

ぼれたガソリンに点火 した例が多い。火災のみ

ならず他の事故も車種混駐した場合は比較的に

多いようである。

ガレージに給油，または整備工

場を附置した場合

駐車場の一部を，ガソリン給油所，或いは自

動車整備，修理工場としてある場合は，その部

分に対しそれぞれ適当な耐火，防火装置を施し

であれば， 比較的安全である。勿論， この場

合作業灯のコード，油，グリスを拭いたボロの

処理，洗油の容器などに注意し，常にその取扱

いの訓練をする必要がある。 （写真1.2参照〉

駐車のみを目的としたガレージは世人が思う

ほど危険はない。一部の聞ではカAレージと云う

と自動車修理工場，ガソリン給油所，あるいは甚

しきものは，ガソリンなどの危険物貯蔵倉庫と

混同して考える者があるが，これは不認識も甚

しいものである。自動車は， 1台平均15ガロン

の燃料を携行しているから，駐車場に 100台入

れば場内に 1,500ガロンのガソリンがある訳で

あるが，乗用自動車の構造，装置からしても普

通に運行していて火災を起すようなことは絶無

といってもよし、。

わが国における駐車ガレージの歴史は未だ浅

いので，駐車ガレージ火災事故の例はないが，全

米駐車協会の調査によれば，米国の駐車場で発

生 した火災の損害でもっとも大きな例はパーキ

ング ・ロット内において，自動車3台を燃焼し

た位である。これも，処置不適当のための損害

で稀な例である。 （写真3.4.5参照〉

以上のように，ガレージの火災に関する安全

性は，構造，消火設備，人員，訓練などにより

大いに左右される重要なフアクターがある。

駐車ガレージは，想像するほど火災の危険は

ないと言える。

オープン・エア・ガレージ

俗にオープン ・デッキと称する地上重層ガレ

ージ建物で，外壁は隣接建物のある側を除く他

はすべて無壁で，柱とスラブ床を何階も重ねた

ようなもので，建築費も安く，換気装置も不要，

採光装置も中心部を除き大いに節減できる。（写
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写」'tl.作業灯配線コード，コムプレツサー，ホー
スなど床に乱雑にして放置すると危険である。

写真3.シャ トノレの公園地下ガレージ内カソリン補給
所，米国ではガレージ内のカソリンスタンドは
出入口の近くに限定されている。

写真5. 写真4と同じ。

真6.参照）また火災の場合は外部から消火班が

直接火災発生箇所へ飛込めるから寧ろ使利であ

り，安全であると言われている。米国では，こ

の種ガレージに対する限り各地とも建築基準法

を緩和しつつある。日本も是非そうなるべきだ

ー 12-

写;R:2.特に熔接作業は隔離して防火設備も充
分にして置く。

写真4. シカゴii！グラント公凶とミシカン辿りの地
下駐卓ガレージ。

写ょ＇！；6. オープン ・エア ・カレージの例。

と思う。

ガレージ管理者の賠償責任

駐車場管理者は， 1;1動車の保管を委託された

受託者である。保管中の自動車に対し，盗難，損



傷のないよう，最善の注意を行う義務がある。

万一保管中の他人の自動車に損傷，滅失があっ

た場合，管理者はその賠償の責に任じなければ

ならない。かかる莫大な損害を補償する 「自動

車管理者の賠償責任保険が我国にも最近に至り

行われるようになった。米国ではすでに早くか

ら，ガレージ ・キーパーズ ・リーガル ・ライア

ビリテー ・インシユアランス（GarageKeep 

er’s Legal Liability Insurance〕 が慣行され

ている。米国の慣例によれば，委託者と受託者

との聞に如何なる特約があるに拘わらず，受託

者たる管理者は委託された財産物件に対する責

任の全部を免除されるものではないとしてい

る。すなわちガレージ管理者がある種の損傷，滅

失は 「責任を負わない』の特例規定を掲示，あ

るいはこの種の免責字句を，領収書または，駐

車引換券に記載しても，受託者としての責務は

免れるものではないとしている。

爆発，火災，盗難などにより保管中の他人の

自動車に損害が生じた場合，管理者は莫大な賠

償金を要求される。この場合，仮りに自動車は所

有主が自動車保険をつけていたとすれば，保険

金を支払った保険者は，損害の責任がガレージ

管理者にありとして代位求償する。結局管理者

の賠償責任は免がれ得なし、。

米国の保険約款には事故の範囲を火災，爆発，

盗難，衝突，転覆，暴動に起因する損害，また

悪戯による事由も含んでいる。通常，衝突，転

覆の場合は1件につき50ドル乃至100ドルの免

責額を規定し， J岱戯に起凶する場合は25ドルの

免責額を設けている。

事故が約款所定の場所において発生した場合

は勿論，管理業務を執行中， 一時的にその場所

から離れたところで発生しても，損害は填補す

る。従って，引き取りなどの出張サービス中に

事故が発生した場合も，この保険は有効である。

ただし，車内，あるいは，駐車場内に遺需した物

品，または商品の損失は，例へ管理者がこれら

物件の別途保管契約を行つであっても填補しな

い。また管理者が行った修理，調整の作業不良，

使用 資材不良から生じた損害の賠償責任は填

補しない。

Garage Keeper’s Legal Liability Policy 

とGarageLiability Policy とは別種のもので

あることは言うまでもない。後者は家主，店子

聞の賠償責任保険と同じ性質のものである。

なお，保険ではないが，最近紐育市にナショ

ナル ・パーキング・インベスチゲーシヨンスと

称する。駐車中の自動車の盗難事件に対し，盗

品の捜査を引受ける探偵サービス機関がある。

自動車の各部分品に肉眼では見えない特種電気

賂印が捺してあり，回収を容易にしてある。ま

た，この機関に加入している車はガラスに機関

マークが貼つであるから盗賊も これを敬遠す

る。すなわち盗難予防になると宣伝している。

（筆者は日本駐車協会常任理事，全米駐車協会理事〕

「予防時報」発行の主旨について ： 
戦前から世界有数の火災｜同と して知られたわが国は今日なおー 〈

｝ 日平均約1億円に近い財貨を灰にしております。戦後わが国損害保 ：

j険会社は火災損害の逓減計一lり以って疲弊したわが国経済の自立 j
； と凶力の回復推進の急務なる事に着目し日本損害保険協会に災害 ；

〈予防部を新設，年々その火災収入保険料の一部を酸出して全国諸 〈

｝都市への消防ポンプ中，火災報知Jj畿の寄贈，専門講師の派遣による 2 
，都市巡回防火講演会の関係：，防火映画の作製，業態Jjlj工場防火運動，i
｛各種防火資料，パンフレツトの作製配布などを行っております。

〉 本誌もかかる事業の一環として発行しているものであり，広く ？ 
~ ご活用願えれば幸に存じます。 s 
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石 油 製 晶（ガソリ ン，灯油など〉

の車上実験実施要領

（石油コンロ火災の予防対策として）

慨要・・・・・・

今年に入って逗子，金沢地区で二つの引揚者

寮が気の毒にも火災の洗礼を受け139世帯445人

がこの寒空に焼け出された。

！日日本軍が使用した木造建物の貸与を受け住

宅化している，いわゆる引揚者寮

は横浜，川崎，横須賀を中心にし

て，神奈川県下40ケ所に散在して

いる。 『火が出たらお手あげ』と

言われる老朽化したこれらの引揚

者寮は全部で 208棟， 延面積

109,464平方米（33,171坪〉には，

2,455世帯， 12,275人が暗旬、生活

の谷聞に置かれていると言う。

誠に由々しき社会問題でこれを

更に日本中の引揚者の住宅情況に

迄考え及ぶなら瞬時も等閑視に出

来ない重要な問題である。

清 71' 店、 雄

望者の中から抽選する様な有様で，また入居資

格が厳重な上に目の玉の飛び出る様な高い家賃

である限り高嶺の花のそしりはまねがれまし、。

入居者は恵れた境遇の方々であり，数多くの庶

民階級は火災時に危ない！！ と知り乍ら依然と

× × × 写真a 六浦町の塩場寮火災現場 神奈川新聞社提供

また，市内に点在する会社所有の寮，一般のア して木造建築の然も老朽した2階建の4.5～6

4ート，下宿等々，多人数の共同生活を営む形 畳程度の一部屋に親子数人でひしめき乍ら雑居

態が住宅難を反影して，戦後から現在に到る しているのが現状である。また事実それ以上の

迄，雨後のたけのこの如く建築されている状況 悪条件下でせめて狭い乍らも 1軒のわが家を夢

を考え合わせる時，肌に粟する心持ちのするの

は，あながち私1人ではあるまい。

成程！！ 政府も地方公共団体も最近ではこれ

ら集団住宅を不燃化して，例えば，住宅公団，

住宅公社の経営に係る 2～3階建ての鉄筋コ ン

クリート造りの立派なアパートを全国各地』こ設

けている様である。然し，その数や恐らく全国

的に考えれば，住宅を切望する人々の九牛のー

毛にも到していないのでは有るまいか。また，

これら不燃化住宅を希望しても，数多くの希

- 14 -

見て営々と働いている…一。」

× × × 

当横浜市でも昨年4月火災を出して31世帯，

117人が焼け出された金沢荘の事例があり， 消

防局，各区所在の消防署に於ても寮， アパー

ト，下宿等の立入検査を引続き行って，それら

対象物の設備の改善，例えば，避難階段を 設

けたり，避難梯子及綱等を準備したり，バケツ

1杯の準備を通じて防火思想を啓蒙したり，管

理者に予防条例に準拠する消火器の設置を要望



写真b 六浦町の塩場寮火災： 原因 石油コンロの

付け放し ゃ11奈川新聞社提供

したり，出来る限りの指導をして来た処である

が，残念ながら本年1月11日早朝，金沢区六浦町

の引揚者住宅臨場寮第6寮（826平方米 ・250

坪〉及び，第7寮（1,693平方米 ・513坪〉を全

焼し一瞬にして住居と家財を失った 91世帯，

359人の被災者を出すに至った。誠にお気の毒

に堪えなし、。

x x x 

然し，静かに反省して見た場合に寮に居住し

ていた方々にも落度は無かっただろうか。消防

署員が声を潤して火災予防に協力を！！ とお願

いしても皆真剣に言ーうことを聞いてくれたもの

とは考えられなし、。日常生活に迫われて他人事

の様に我関せず！！ ではなかったであろうか。

中には真剣に火災の恐ろしさを自覚し熱心に協

力をおしまなかった方々の有る反面，ごく一部

に少数の不真面白な方々の有ることもまた，事

実である。

横浜市消防局では，つねに危険物品の性質を

広く一般の方々に理解して貰う有効な手段とし

て，危険物の卓上実験設備を充実し，危険物即

ち石油製品の性質を機会有る毎に，また機会を

作って市民の方々に広く見学して貰って居るこ

とは，既に数回の本誌上での発表でお判り頂い

ている処である。

今回の六浦塩場寮の出火が石油

コンロ（芯上下式〉に薬缶を仕掛

けて留守中に失火した事例から考

え，石油製品特に灯油 （石油〉の

性質を寮，アパート，下宿等多人

数の集団生活，共同生活を営む主

婦の方や，特に石油コンロを日常

直接に取扱われる方々に承知して

戴くことが急務になって来た訳け

である。今迄局の理化学実験室で

或はまた，各署主催に係る会合の

席上での実験等々で見聞して戴い

て来た訳けではあるが…－考えれ

ば此等の方々は寮，アパート，下宿

或は会社，工場等の保安，安全等

の業務を担当する方々，或は管理

人，または比較的に高い教養を身

に付けられた方々が多い事実に着目し，今造の

消極的な見学を待つ式から，直接，寮，アパート

等多人数の集団する場所へ出張して，簡単なカ月

ラス製器具を用いて石油コンロを直接取扱われ

る主婦又は子女等を対象に積極的に卓上実験を

見て貰って石油コンロの取扱いに間違いのない

様に指導する事に大きく踏み切らさ、るを得なく

なった次第である。

石油製品特に灯油，カソリン等の性質を理解

して貰う為の卓上実験の要領を出来る限り平易

に具体的に記述した積りである。各地の消防署

予防担当の各｛立に於いてはご多用の所更に輸を

掛ける様ではあるが，右事情を諒とせられ横浜

市の撒を繰り返す事のなき様，格別のご配慮を

戴ければ邦家の為，誠に慶賀に堪えない次第で

ある。

石油製品卓上実験実施要領

1. 実験目的

イ． ガソリンの性質

何時如何なるときでも裸火を近づけると引火

する性質があること。

また，ガソリンの蒸気（瓦斯〉の比重が空気（比

重＝ 1）より 3.5倍も重く下の方へ下の方へと

流れて行く性質があること。 （風下に火気があ
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ると引火する。〉

ロ．灯油の性質

常温（20。C）では引火しないこと。

灯油を温めて引火点（60。C前後〉以上にす

るとヵーソリンと同様に引火すること。

ガソリン，灯油等の引火した火災の初期消

火の実験

窒息消火 ・冷却消火等の方法を理解して貰う

こと。

2. 実験用具

実験実施に際し各暑に於て準備すべき用具は

次の通りである。

1.トタン張りコンロ台…巾32cm，長さ50cm 

…1ケ…約100円

2.ビーカー…lQQCC・・・ 2ケ…1ケ約30円

3.時計皿…径lQCm…2ケ…20円

4.アルコールランプ…中型…1ケ…1ケ約50円

5.アルコール温度計…lOOcc・・・ 1ケ…1ケ約70円

6.試験官鉄…木製…1ケ…1ケ約20円
7.伊紙…150c m×150 c m…10枚… 1組20円

8.アルコール（工業用〉 …500グラム入…1場

…1ケ150円
9.火消し（ドライケミカル粉末入〉 …1…1本

350円

10.ローソク…中… 1本5円

11. ＂＂？ツチ・・・ 1ケ

12.ビーカー…500～1000CC・・・ （油ボロ実験用〉

・・1ヶ・・500cc・・・45円またはlOOOcc85円

3. 実験要領

1.実験実施者

計860円

各署予防主任，同副主任とし，予防係員各1

名を助手とし2名1組で適宜実験班を組織する

こと。

2.受講者

主として石油コンロを取扱う主婦並に子女等

とする。

3.実験実施の一例

イ．ガソリン

トタン張りコンロ台の上に lOOccビーカー 1

ケ，時計皿1ケ，試験官欽を準備すること。

ビーカーにガソリンを約4分1程度入れビー
カーに近づけ引火する状況を見て貰う。ガソリ

ンは何時し、かなる処でも裸火を近づけると気象

の如何に拘らず引火する事実を見て貰う。

説明終れば試験官鋲に時計皿をつまみこれを

- 16ー

静かに燃えているビーカーの上に置き袋息消火

してみせる。状況により 2～3回繰返す。

ロ．灯油

イと同様に lOOccビーカ－ 1ケ，時計皿1枚

アルコールランプ1ケ，アルコール温度計1ケ

等を台の上にならべる。

灯油をビーカーに約5分1程度入れる。次に

ローソクに点火し，ローソクを灯油の入ったビ

ーカーに近づける。ビーカーは下図の如き針金

製柄付のものを使用する方が便利である。

ローソクの火を段点ビー

カーに近づけても灯油には

引火せず液中に投入すれば

遂にローソクの火は消える

灯油が引火点に達してい

ないので消える理由を説明する。

次にアルコールランプに点火し，左手に上岡

の針金柄付ビーカーを持ちアルコールランプの

上で温め仙蒸気（ガス〉の白煙の出る造温める。

右手でアルコール温度計をビーカー内灯油

（液）の中に入れ温度を調べる。 50。Cを越え

60。C以上になることを見学者に説明する。

次にローソクに火をつけたのを右手に持ち左

手の加温灯油入りビーカーにイと同様の要領で

近づけて行けばパット引火して燃焼する。 （一

時引火したが直ぐ消える場合があるがこれは未

だ発火点、に達していないので再びアルコールラ

ンプの火によって温める〉

一度灯油が温るとガソリンと同様に引火する

ことを説明する。

右手で試験官鉄で時計皿を鋲み燃えているビ

ーカーの上に置いて消火せしめる。

次にビーカー上の時計皿をおろしローソクの

火を近づればパツとガソリン同様引火する。

聞をおいて前記同様に時計肌で消火して見せ

状況によって2～3回繰返す。

ハ．ポロと油ボロの燃焼実験

燐寸1本で油ボロの燃えることを見て貰うこ

と。

ボロの小片を左手に持ち燐寸を点火して右手

に持ってボロに近づける。煙が立つ程度に 1,

2回近づけてもすぐ燃え出すことのない処を見



て貰う。次に灯油をがロにしめし， (111ボロと

し，その/iiiボロの端に点火した燐、j・を近づける

と 直にれIi 火災特有の！＇.＇，~し、すすを挙げて燃焼す

る。燃えている(if!ボロは下のコンロ台に落し，

ビーカー（出来るだけ大きいのが良い500cc又

は1リットル〉で抱い消火する。ボロは直には

燃えないが~Iトポロは燐寸 1 木で直ちに火になる

ことを説明する。

4.石油コンロ火災の消火方法

1) DDTl1貨射式直首粉末入円筒紙筒例えば火

消し等を使用して直桜重曹の粉を石油コンロ

の火元に噴射する。

2) 古毛布等を石hl1コンロの上から全部覆いパ

ケ Y でよ’L上から（t7]~する。 械から注水すれば

コンロが般に倒れ火予！？は拡大し失敗する。

3) 泡沫，炭酸カス， ドライケミカル等の消火

誌を使用する。

4) バケツで乾燥砂を消火に用いる等々

5) 要は使用中の石討｜！コ ンロから出火した場

合，何で！！ どの係に消火するかと言う物心

両面の消火準備が肝要である。

5.注意事項

イ.tMhl1に（］：芯：すること。

ロ．ビーカーの外側についた耐hi！は必ずか紙で

良く拭きi反っておくこと，これを忘れるとビ

ーカーが破れ失敗する。

ハ .1口jかの手違いで断力11に引火しでもあわてる

ことなく「火消し」にて消火すること。

ニ．要は予備実験を 2'3副行し、実験に品iJllれる

ことが肝要である。

ホ．カソリン，アルコール等引火 し易いものを

手元に位かないこと。

話しに夢中になり倒して引火し失敗するから

実験中心要なもの少量に留め他は引火しなし、。

また邪雌にならね処へ置く織に心掛けること。

34-1-25 以上

)Q,;i: 

尚木Jt：第29υ

イii1l1コンロ火災の実態とその対策について

を参照せられたし、。

また r'f.’~＼aは；（＼6妓が11'8けt.i'¥7Y.tに延焼rlrのもの

でbは第7'H：のiU盛期て、隣家へ延焼しようとする瞬

間神奈川新聞社の提供のものである。

（筆者は横浜市消防防 F防il!l!勤務〕

6iiil 
AUTO門ATICFIRE EXTINGUISHING APPARATUS 

Saveα.1l MIYAMOTO KOGYOSHO LTD. 
Au tom a-tic Sp:rinkler 

12 

一17--



調期消火設備について（2) 

之』、---, 村 年

(3) 消火器の設置基準

消火器の設置基準として参考となるものは，

下記のものがある。

・損害保険料率算定会初期消火設備規則

．国家消防本部条例準則

・米国NFPA （国立防火協会〉の基準

的損害保険料率算定会初期消火設備規則

この規則は，同会の屋外， 屋内消火栓，およ

び可搬動力消防ポンプ設備規則の補助附帯消

火設備として定めたものである。従って，消火

栓，または消防ポンプがあることを前提として

いるので，消火器のみを設置する場合を定めで

ある条例準則よりも，設置個数本準が緩和され

ている。

第3条消火器は，各棟，各階別に床面約

200平方米， またはそれ未満毎にー

消火単位を備えておくこと。

第4条 水ノミケアの容量は8立以上のもので

各棟，各階別に床面積200平方米，

またはそれ未満毎に3個を備え，か

つ常時満水しておくこと。その面積

が200平方米を超過したときは，そ

の超過した70平方米，またはその端

数毎に H闘を増置すること。

倉庫にあっては，前項に拘らず各室

の入口より 2米以内の場所に水槽，

および規定数のノくケツを常備するこ

とが出来る。ただしこの水槽はパケ

ツ全部に2回給水できる容量であっ

て常時満水しておくこと。 （第3表

参照〉

（ロ）国家消防本部条例準則

（司消火器設置基準

(b）消火器の種別適応性および消火能力単位数

- 18 -

第3表 各消火器の 1消火単位表

一～～～ー 火災緩5JlJI I I 
－－－－－－－、 ｜普通火災｜油火災｜電気火災

消火器種別（容量〉 ＼＼｜ ｜ ｜ 
水槽！付ポン プ｜ 可 I " I " 
16 L C 4 gal) I ~ I ハ i ハ ｜

満水 8パLケツ I 3 I × I x , 

酸アノレカリ消火探 ｜ , I " I " 
10 L ( 2 1(iga！〕｜ ム ｜ 〈 ｜ 八

百子一市一－jく一一帯「ーご「一て一一「 －，~
10 L ( 2 ＇／ ~ga l〕｜ ム I ' I 八

四塩化炭素m火然l " 内 I 可
4 L ( 1 gal) I八白 I ' 
一面E二主化メ タン消｜ " 「ーご「一て
火器 1. 3L （ ＇ ／~al 〕 l ~ I " I よ
炭酸ガス消火器！ " I 。 I , 
3 kgs ( 7 lbs) I A I " I ' 
粉末消火探I " I I , 
7. 5kgs (17 lbs〕 ｜ 八 I ' I ' 

註 L数字は1消火単位の設備数を示す

2.×は不適を示す

3.上記容量/k#Mのもの例えば四塩化炭素消火総

a；.カAロン2木にてl消火単位と見倣すことは

山来ない

4.消火器は算定会の認定品たること

(c）第4表により，その消火能力単位数の合計

が，所要単位数の合計より多くなるように

し，且つ，所要の設置間隔をもって配置する。

(d）危険物については，危険物取締条例準則によ

って別に定めている。

以上の条例準則を基準として，各都市でそれ

ぞれ 「火災予防条例」及び「危険物取締条例」

が定められており，地区により若干の差があ

る。

例米国NFP Aの基準

別表参照のこと

（ω 消火器の検定と認定
消火器の検定は国家消防本部消防研究所で，

消火器検定規格に基いて実施しているが，損害

保険料率算定会では，検定合格品の中でも更に



品1」ぷ

設置すべき防火対象物 I IVJ j(j;f算納こよ仰単位 ｜｜附設備を耐訪問
数を 出する基準 安 置間隔の基準

工場、事就積業場、 作業場の類 その床I而（端積を50平切方り米上で除 設置間隔10米以内となるよう
で延べl由1 150平方米以上 した数数は げ

に配置し，不足をする場合は
叉は常時 業者10人以上の る〕をもって所要単位数と
もの する ｛間数を増加する

研究所，試験所，発電所，
同 上 I 向上但し設置間隔日

変電所

宿泊所，アパート， 寄宿舎 同上但し 100平方米を用

の類で延べ面積200平方米 いる 同上但し設置間隔20米

以上または室数以上のもの

劇場，映画館，百貨店等 同 上 同 上

病院診療所の同べ面 l同 上 同 上
主主200平方米以上のもの

｜ ド務積勤所，営業所の類で延べ 向上但し150平方米を用
而 150平方米以上までは

いる
向上但し設置間隔25米

｜常者20人以上のもの

備考防火対象物がl耐火構造の場合は，上表による所姿単位数をその1/3まで，設置間隔をその1.7倍まで
防火構造の場合は所袋単位数を＇！2まで，設置間隔は1.4倍まで，それぞれ減ずることが出来る。

第5表

消火器の稀別

満水パケツ（3個〕

水摘しくケツ 31悶付〕
， （パケツ 6個付〉

水機付ポン 子1
酸アノレカリ｜

泡

容量または重量
火災種別に適当な各消火器の能力単位数

一般可燃物｜池 類｜電 気

@ 8立

80立

190立

13 19立

1. 0 

1.5 

2.5 

日

一
日

一
M

M

× 

4.0 

6.0 

×

×

×

 

10-19立

8-13立

15ー23立

× 

× 

× 

2.0 

5.0 
四底化炭素 ［

一塩化ー臭化メタン

(C B〕

』1.-3/4ガロン

1-21/2。
× 

× 

1. 5 

4.0 

2.5 

4.5 

10.0 

3.0 

6.0 

12.0 

炭酸ガス

粉末消火器

（ドライケミカノレ〕

1/a-1/s力、ロソ

＇／‘＿ 3，‘，， 
1 -21/2" 

×
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3-4ポンド

4.5-6" 

7-10" 

15-24 

x
×

×

×
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10 " 

15 " 

20 " 

×
×
×
×
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白1151< 
l主｜渇（消防本｛；j;f.尖定規絡 算 kど会認定規定

I il'l火 r.：~の種 ）；Ji を千 量
日経福打 開時間（秒、：射程例｜消火図体）I持続時間（秒〉

水槽ポンプ i 60以上

酸アノレカリ ｜ 40以上

泡 40以上

四塩化炭素 l 50以上

炭酸カス｜ 7封皮 ｜｜｜以ホ上ーンから－1 25以J I 30以上

一｜慨以上tJ>jljl 初期制制｜

考
速する距離 J主距離

J!¥li風l時仰角301支（炭定酸ガスは水平〕
,.;;jさ1米として測する

優秀品を撰ぶ意図のもとに，男ljに消火器試験規

定を定めこの規定により実際試験をも行って，

合格品に対して認定証を貼付している。放射性

能について消研による規格と，算定会の試験規

定とを比較してみると次の通りである。

（第5表参照〕

尚，算定会では単に消火禄の性能のみなら

ず，責任をもって一貫製作をしているメーカー

を指定しているO

国家消防本部の検定品，及び算定会の認定品

には左図の如きマークが貼付されている。

部

済

一
一
一
一
J

Z

｛

疋

一

一

一
一

E

ヰ

検

コ

一
一
一
一

F

防
所
一
一

一
一
一
一

切

消
究
一
間
一

仁

仁

d

z
研
亡
O

O

肝

d

秀

防

N

N

W

国

消

式

定

勾

型

検

(5）建物用途別に見た設置消火器

前述の各種消火器の適応性，及び長所， ~CJ:所

を参考にして撰べばよいわけであるが，例えば

作業場では 「電気火災」も「普通火災」も発生

することがあり得るから， 消火器は出来れば

ヴァラエティに富んで設置することが望ましい

かと思われる。 「淋！火災」を対象とした場合で

も，泡消火器と粉末消火器を併置することが勧

められる。

また，寮関係では炊事場に油鍋51火に備え

て， 「油火災」用の消火器を，社宅関係で石油

コンロが普及している場所では，せめて共用で

もよいから「油火災」適応の消火穏がほしい。

以上

（筆者は東京海上火災保険大阪支店勤務）
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年が 1,000世帯当り1.07, 31年が1.84で，同じ

期間の電気火災の増加率まで達していなし、。即

ち昭和23年は電気火災は全火災の 7.5パーセン

トが31年では12.0パーセントとなっている。

然らば電気ではどんな設備からどの位火災が

発生しているのか，これを第2図に掲げた。

この図は昭和29年から31年までの3ヶ年間に

発生した全国の電気火災件数を電気設備別に大

分類して掲げたものであって，電気機器による

ものがトアプで4,600件余，次が屋内配線及び

配線器具の 2,900件屋外配線が 1,600件となっ

ている。電気機器の中には，電熱器，モーター

トランス，遮断器，変圧器，溶接器，乾燥器な

どすべての電気用機器を含み，配線器具にはス

イッチやコンセント，ヒユースなど一切を含ん

でいる。

2. 現在の電気安全管理のやり方

現在わが国の電気設備管理はどうなっている

かというと，工場のような自家用電気設備は落

成のとき通産局の検査をうけて使用を開始した

後は，工場自体で保守管理をするのが立前，住

宅とか商店のような所調一般供給に属するとこ

ろは電力会社が保守の責任を持っている立前

で，電気工作物規程では2年に1回絶縁抵抗試

験をすべきことと定めてある。その外工場で

も，住宅でも通産局は随時検査ができることに

なっている。

次頁第1図，第2図の電気火災はこういう管

理の事情のもとで発生しているものなのであ

る。

さてこの管理機構がこのままでよいか，根本

1. 電気火災はどの位あるか

「はやく見つけてはやく消す」の防火標語を

見ると一応火の不始末に対する関心が湧いて来

る。時にはこういう標語もよかろう。人命災害

防止に対しては， 「ころばぬ先の杖」 とか，

「注意一秒怪我一生」とか， 「クシヤミ一つに

薬ー粒」など災害予防に重点を置くものがあ

る。人命を尊重するのは当り前であるが，物件

に対しては一般にそれほどでないようである。

特に組織体になると一層その感が深し、。災害を

絶無にすることは理想であるが容易なことでな

し、。

今電気による火災はどの位あるかを昭和22年

から31年までの10ヶ年について 1,000世帯当り

と使用電力量1億キロワット時当りの件数を調

べたものを掲げて見ると第1図の通りである。こ

れによると 1,000世帯当り電気火災件数は，昭

和23年からは徐々にではあるが増加の傾向を示

し，昭和23年0.08が31年には0.22と3倍近い増

加率である。使用電力量1億キロワット時当り

では一進一退であるが，この方も昭和23年に

6.8が31年には7.7と増えている。ただ使用電

力量は昭和25年から漸増し，殊に昭和30年から

は急激に増加しているのであって，その使用電

力量の増加する割合で電気火災は増加していな

いことだけはわかるけれども年と共に電気火災

の絶対件数が増加して行く傾向に対しては，苦

々は篤と考え直す必要があると思う。参考のた

め電気火災も含めたわが国 1,000世帯当り全火

災件数を第1図に併掲したので，これと電気火

災件数と比較してみよう。全火災の方は昭和23

一一ーーー

内
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全関東委員会を昭和31年に結成して，電気工事

人の教育r不良電気用品の撲滅に関し着実にい

ろいろの行事をやりつつある。これによって全

般的の電気事故統計にあらわれてくるほどの効

果があったというようなはっきりしたデータは

ないが，部分的に相当の成果があったことは数

字上でている。然らばこの委員会だけに頼って

いれば事足りるかというと，これだけで充分だ

とは私は思わなし、。

3. 予防保全制度の効果

とかくわが国ではお役所にたより過き’る弊が

ある。お役所の命令があるまでは放って置く。

お役所は予算の関係もあってそう万遍なく検査

に廻り切れるものでなし、。そこでどうしても自

主的保全ということをもっと真剣に考えてかか

る必要があると思う。既に心ある工場事業場で

は数年前から予防保全制度の準備態勢に入って

相当の効果を挙げていることが報ぜられてい

る。ある鉄鋼工場では，昭和30年から予防制度

を実施し，実施前のモーターの事故は月平均63

台のものが昭和32年には25台に減った。またあ

る化学工場ではやはり昭和30年から実施し，実

-23 

31 24 

年

的に改めるべきかは大きな問題となって来る。

工場で安全に余り関心のないところは電気設備

なども事故の起るまで放って置し電気という

ものはそんなものだと思い込んでいる。一方無

関心の割合にはそれほど事故は起らないのでつ

い無関心になる。

工場でも一般住宅でも電気設備の工事は電気

工・_J;:人がやる。 その工事人の資格は，戦後別に

制限がなく誰がやってもよいことになった。従

ってその腕前は立派な者もいるだろうが，あや

しい人もいる。資格に制限があったときより質

が低下したことは考えられる。それに戦時中材

料のないときの暫定品がし、まなお改修されずに

多量にそのまま残っている。近頃また不良電気

用品を意識して造っているメーカーがかなりあ

Qo  

このような悪いものずくめの現状から安全へ

一歩でも前進させるこ との手段を講ずるのは早

い方がよいにきまっている。法律の制定が先か

メーカーの良心の喚起が先か，知識技術の向上

が先か，これらを互にかみ合せて進めていく必

要があるように思われる。関東地方では電気安

30 29 28 27 

次
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施前モーターの事故は月平均6台が実施後2台

に減った。これらの工場は予防保全実施のため

係員を増やしたかというと，そうでなし、。現在

の係員の仕事を分析して見るとそれだけの人数

を生み出すことが出来ることがわかったのであ

る。上d己は何れも大工場だからそう出来たが中

小工場ではそうはし、かないと ころが多かろうと

｝~、う。

4. 災害予防はコンサルタントの活用て＊

私の経験によると中小工場は'l;J諭，大企業で

予防保全をやっていると祥とに拘らず，時々第

三者から見て買うことが一番効果的のようであ

る。いつも同じ人が慣れた場所を見て少いたの

では案外見落すことが少くなし、。この意味で広

はコンサルタントの利用の道をひらく習慣をつ

けた方がよいと思っている。幸いにして科学技

術庁の主管にかかる技術士国家試験制民ができ

て， 33年に第1回試験が実施され新たに技術土

が生れた。技術土試験は常に電気ばかりの科目

でなく，あらゆる科目を受験者が選定し申込を

すればよいのであるから，災害防止に関係のあ

る化学でも，機械でも，われと忠わんその道の

経験者はどしどし受験し，困内到るところに技

術士の制を張り社会の要請に応えることができ

るように持って行きたいものである。

第2回以降の試験について多数の人々がこれ

に重大な関心を持たれることを切望するもので

ある。第1回試験に私は電気設備管理という科

目で合格し技術土となることができたのである

が，私一人では心細し、。消防除l係， お役所｜刻

係，電力会社関係，電気工事関係などに居られ

る方々が続k受験されて，本稿で私が申述べた

ような態勢に速かに運ぶことが災害予防の重大

なポイントであるように思われる。切に心ある

人々の共鳴を得たいと思う次第である。

（筆者は神奈川県’U気協会勤務）
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建築基準法にある防火の規定や日本工業規格

の防火試験法の規定など，他の構造の規定にく

らべてきついという話をよく聞きます。

これに対する私の考を以前ある雑誌にかきま

したが，本誌に寄稿を求められた機会にご披露

して，保険関係の方々のご批判をいただきたい

と思います。

× × × 

建物の骨組の大きさをきめるときに構造計算

をしますが，骨組に使う木材でも鉄でもコンク

リートでも，安全率を見込んでいることはご承

知の通りです。つまりそういう材料が曲げ，圧

縮，引張り，せん断などで破壊するときの強さ

をある数字で割ったものを設計上の強さとし，

これを許容応力度と呼んでいます。そのある数

字というのが安全率で，材料によってさまざま

ですが，大体は1.5から3.0ぐらいです。ですか

ら建物の骨組の材料には普通の外力一一建物自

体の重さや載せるものや地援，風などーーによ

って加えられる力が材料を破壊する力のり1・5～

1/3・oぐらいに止まるように設計されているわけ
です。つまり予想以上の外力に対しでも各々の

材料は相当の余力をもって設計されているので

す。これを逆に申しますと，外からの力のため

材料に加わる力が許容応力度をこえても，破壊

強さまではもつようになっているのです。

こうしてみますと，建物は材料に加わる力が

破壊強さになるまで外力が加わっても一応は大

丈夫という ことになる理屈ですが，これには鉄

でもコンクリー卜でもこれでつくる村：や梁が，

断面の大きさも必要な強さも設計通りできてい

の 陣

ることが前提です。ところが実際はなかなかそ

うはいかないのが普通です。

さて，防火の方ですが，結論を先に云えば安

全率は1であるということです。ですから外力

である火に対する防護はぎりき・りのものである

と考えて差支えありません。併し，防火にも安

全率らしいものを強いてあげればないでもない

のですが， 骨組の方の安全率とはどれ程事情が

異るかを述べてみましょ う。

まづ，火事の外力ともいうべき温度時間曲線

＂~ク

開閉 （汗｝

ですが，図はJI S A 1301に規定しである

屋外用防火構造を試験するための標準曲線で先

刻ご案内のものです。この曲線は数回の木造建

物の火災実験によって測定した温度のうち，あ

る木造二階建の建物の防火壁面温度を基準とし

て定めたもので，その実測した温度は図に凸凹

のある線で示してあります。このようにたまに

急に高く なっている点は別として， 大体この凸

凹の線をなめらかに包むような線を楳準とした

わけです。

従ってこの曲線による加熱の効果は実際より

数パーセントは大きいですが，安全率として見

ればせいぜい 1.1程度で しょう。耐火構造を試

25 -



験する楳準曲線はJI S A 1302に規定され

ていますが，これも同じようにしてつくられた

ものです。

いづれにしてもこの外力に耐えるように要求

される構造一一鉄筋コンクリー トなら主筋に対

する防火被覆の厚さ，鉄網モルタル塗ならモル

タノレ厚さなどーーはぎりぎりに近いものである

ことは十分認識していただきたし、と思し、ます。

次に， コンクリートにしろモノレタルにしろ鉄

や木材の防火被覆になっているわけですが，そ

の厚さをきめるもとになる鉄や木材の温度上弁

の限界を鉄では450度，木材では260度としてい

ることです。これは実際に鉄材の降伏点がOに

なる温度でもなく，また木材が 100%発火する

温度でもないのです。ただ鉄材が450度位にな

るとその降伏点が約60.9ぎになり，木材が260度

になるとかなり炭化して，きわめて火がつきや

すくなります。 しかし，これとても450度や260

度をこすことによって，鉄材は降伏点が半分以

下になり，木材は発火する可能性が十分ありま

すから，これらの温度が多少安全側にあったと

しても，ごく僅かなものなので、す。 しかも前に

申しましたようにきめられた防火被覆の厚さが

完全に守られての話ですから，このような場合

のl＋αである安全率を全くの1にすることは

実際には相当危険なのです。

もう 1つ安全率と考えられることは，火事で

は多くの場合，消防が注水による消火作業をし

ますが，防火工学では火事は何の障害もなく継

- 26 -

続することとしている点です。平時の火事では

消防が現場にきて水をかけて消火作業をするの

が普通ですから，水がかかることによって，外

力である火事の熱が大いに勢力をそがれること

は当然であって，見方によっては大きい安全率

といえるかもしれません。

しかし，消防は機械力と人力にたよることが

大きいですから，気象条件，道路の良否，）広狭

等によってその活動が左右されますし，大地援

に伴って同時に多発的に起る火災に対しては消

防は無力となることが多いのは過去にあった幾

多の事例によっても明らかです。わが国の消防

は主として地方自治体の財政によって保持され

る以上，いかなる火災も鎮圧できる程強力に整

備することはできませんから，最悪条件下の火

災，地援火災などすべてに対処できないことは

当然です。 したがって，消防を常に見込んでお

くことは危険だということになります。消防が

入れば安全率は2にも 3にもなるかもしれませ

んが，これをいつもあてにできないところに安

全率と考えられない理由があるわけです。

以上，防火について安全率と考えられること

がらを申し述べましたが，これらはいづれも安

全率はほとんど1であり， しかも建築基準法に

ある防火の規定は防火工学より出された結果を

少なからず下廻っていることからも，法規の要

求するところはまさに背水の陣であることは他

の構造規定と大いに異るわけです。

（筆者は日本住宅公団建築部調査研究課長 ・工博1
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｜線は異なもの変なもの
一一一電気火災の様態一一一

一一一一一ーその 2一一一一一一

＊急がばまわれ

この双壁に対比されるのはなんと云っても交

通機関内配線による事故である。

土曜日の午後など急ぐためにタクシーなどえ

乗ると大変である。丸の内側から日本橋へ出る

のに30分もかかつてしまう。この間歩いても僅

かに10分位，急がば廻れとはまことにうまいこ

とを云ったものである。

交通機関内の配線による火災は

(1)油注入口のキャップの代りに挿入してあっ

たボロが走行中はずれて点火線に触れ，そのス

パークにより油ボロに着火し配電盤を焼失した

(2）第2気筒の電気配線が走行中はずれ，ダイ

ヤフラム附近に垂れ下り，金属部とスパークを

生じてダ、イヤフラムより漏洩せるガソリンに引

火し，気筒配線ボンネットなどを焼失した

(3）配電盤の接続不完全のため2次線が短縮ス

パークを発しそれが油の凄みでている電線被砲

に着火機関部の電気配線を焼失したものなど，

電線配線によるスパークや短絡がその大部分で

あるが， 昭和26年の桜木町構内国電火災のよう

に， トロリ一線が垂れ下っていたため， パンダ

グラフが異常接触し碍子台にアースしてー｜採に

燃え出したのなど，大きな事故もあったが，こ

れも，架線工事中を無理に電車を通したため，

道路の方がひっこんで災害となったものであ

る。

とにかく電気火災の中で電線によるものはは

じめに書いた通りよくしっぽをつかまえること

で，どうもこのしつほ。がし、つも災害の種になっ

ている。

殊にモルタル塗内の線はまことに異なもの

で，味がありすぎてまったくこわい話である。

女この裏抜けられます

昔，向島（寺島〉へ行くと，この裏抜けられ
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鈴 木 味 生

ますと云う小路が沢山あったが，電線も， モノレ

タル地帯ではまったく袋路次と思っていると，

とんでもないところへ， しっぽばかりか頑まで

出したりする。

その例を2つ3つあげて見ると

まず配電線

送電中の高圧3300ボルトの架線が降雪のため

断線し， トタン屋根に垂下，雨樋を伝わり隣家

の越屋根トタン接続部でスパークして燃え上り

火災となった。

次に引込線

(1）引込線のサービスヘッドのところが，風な

どの動揺により被覆が破損し，ノξイプに接触し

ていたため，電流は配線管よりモルタルラスに

流れ，更にラスに接していたガス管にアースし

て回路を作り，特に抵抗の大きなところであっ

たガス管貫通部の外壁のところから発熱発火し
マ，
ト』。

(2）換気用のダクトに引込線が接触漏電してモ

ルタルラスに伝わり，水道管の止金具に打ちつ

けられた釘の部分で過熱し火災となった

(3）隣家に引込んでいる 320ボルトの動力線が

たるんで， 屋根瓦に接触し，それが風のために

屋根瓦の中に喰込んでしまっていた

そして屋内線では

(1）屋内配線から外灯取付工事の際，取付ビス

によって配線被覆を若干損傷したが，年月を経

て損傷個所が大きくなり， 配線からビスに漏

電，外壁のラスを流れてパラベット位及び木擢

のところで発火した

(2）電気機械に通電したところ，機械が短絡し

ていたために多量の電流が流れ匡内線が発熱し

て天井板に着火した

(3）端子のネジがゆるんでいたコンセントにコ

ードを差しこみ， レコードプレーヤーを使用し



たところコンセントの接着不良個所が発熱して

コードを焼損した

性）ローゼツトから所々つぎた したコートをの

ばして幻灯機を操作中生徒がコートをふんだた

め接続部分で短絡をおこし発火した

こんなわけで，先ず限につくところもまた限

につかないところも常に気をくばるのが，これ

からの文化生活のエチケットの1つになろうと

している。

＊ぼこりも火災の原因

殊に電球にほこりなどためて，わざわざ光を

階くして使っている家庭など，ぬれた雑1]1で電

球をふくとあぶないから，そっとしておいた方

がし、いなどと思っていると大変，ほこりのため

にも火災はおきるからよく知っておくべきであ

る。

神戸の某精油工場で，天井からさがっている

裸電球やソケット それに電線， 天井など，室内

に油を含んだほこりが長期間付着して，厚い層

をな していたところ，電球の過熱によって，そ

れが発火し，爆発的に延焼した火災があった。

うちにはそんな油のにじんだほこりはないよ

と云う人があったらこんな例もある。

ある綿布工場の屋根うらから出火したのはほ

こりはほこりでも綿のほこり，ここは綿布工場

で，天井から下っているコードのソケッ トの故

障を通電したまま修理していたところ急にショ

ートし，僅かな火花が瞬間的に炎のついた導火

線のようにコードに付着している綿ほこりを伝

わって燃え上り小屋組の梁などにたまっていた

綿ほこりに着火し鉱大しようとした。幸に消火

器で直ちに消しとめはしたものの，今少し遅ーれ

ると大事に至るところであった。

いずれも工場の例であるので一般家庭ではな

どと云っていないで， 一寸天井の配線でも調べ

て見て下さい。長い間には随分ほこりがたまっ

ているし，ことに台所の天井裏など，油とほこり

で「まあこんなに」とさぞ鰐くことであろう。

どうもただ驚かせてばかりいてはわるし、から

ここ らで一つ電気点検章を記して見ょう。

＊電気に明する生活意見15章

1.熟練した工事者によって工事が行われたか

2. スイッチ， ヒューズ，電線，配線器具など

はすべて適切なものを使っているか

3.従線が床や控など貫通する部分は碍管など

で保設ーされているか

4.生きている不要電線が短絡を起すよ うな状

態になっていないか

5.電気用品はすべて規定のマークのあるもの

を使っているか

6. コー ドを長く伸ばして室外などで使っ た

り，コードとコードを簡単に接続して使っ

ていないか

7.電球にセルロイド，紙布などの燃え易いも

のを近づけていないか

8. 引込線および屋内線で被覆がはがれて視線

になっているものはなし、か

9.電熱器の煩は床や羽目板をこがしたり熱く

したりするような状態で使っていないか

10.床をはわせ移動させて使うコードに普通の

コードを使っていないか

11.電気スタンドなど机の下の配線は完全か，

また電気スタンドはすぐころび易い作り方

ではなし、か

12. 引込口で電線がゆるんだり， トタン板，雨

樋， 看板，煙突などに触れていたりまた触

れるおそれはなし、か

13.いろいろな電気検査が定期的に行なわれて

し、るヵ、

14.粉塵が常に出る場所の電動機などは保護装

置がしであるか，また清掃しであるか

15.電気施設に水がかかったり甚だしく湿気を

受けたりしてはいなし、か

伊藤整氏ではないがこれで電気火災の生活と

意見を終りたいと忠うが， 大体電気火災にはあ

まり大火になるものがなし、じゃあなし、かと思う

人もあるといけないので， 一寸事例をあげて見

ると

昭和27年銀座のキャバレー美松が二階天井の

すみにある室内ネオンより出火と推定され， 28

年スバル廃が映画 「宇宙戦争」上映中に一階東

側礎l有寄に取付けてあった緑色不滅灯ブラケッ

トが音響と共に縦脱転倒し，その部分よ り火焔

を発見，また有楽座が，舞台脇嚇子部屋の小さ
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い物置に設けてあった電灯のコードの短絡によ

るものとされている。また30年には新潟大火の

原｜刈がthl屯説であり， 31年秋田土崎港大火が盗

難防止のためつけっぱなしにしておいたラ シオ

トラ ンスの過熱から出火しており，さる32年に

は，明治雄がトランス室のオートトランスか

ら，新宿のキヤノミレーがf青掃用の電気ブラシの

スパークから，東京ガスの大森工場が，レリーフ

ホルターからオイルの溢流により，引火性ガス

体が発生，これに電気熔接器1次側の引出が不

完全であったため，えlとリード線接続部でスハ

ークを発火しカス体に引火したなど屯気火災原

因も仲々大型があってばかにならない。

まだこのほかに乾燥機，モーター，電動機な

ど種々あるが，あまり一般的でないので割愛す

ることにしfこ。

子在者は大成火災海上保険株式会社勤務〕

｜映画シナリオ間集団入選作品 （

16 同・茶の間

一家揃つての夕食が終ったばかりである。

お母さん「お気の毒だったけど，私，可笑しく

て，可笑しくて・一（笑いを止めて，幸雄に）

いけませんよ，幸雄さんたら」

幸雄「だって，わざとやったわけじゃないもの」

お父さん「ハハハハ…ま，隣なんだからこれか

ら仲良くすることだね（と，夕刊をひろげる〕」

幸雄「今日ね，僕，消防庁へ見学に行ったんだ

よ」

幸雄は先程からこのことを話したくてたま

らなし、。

お父さん「そうかね，それはよかったね〈と，

上の空の返事〉」

幸雄「そしてね（と，今度はお母さんへ〉」

お母さん，後片付けのため台所へ立って行

く。
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一 家

一ー その 2

毘 沢 岡1

タツちゃん「どうしたそれで，お兄ちゃん？」

幸雄「うん，すごいんだぞ／J

タツちゃん「フン，タツ子にお話して」

幸雄「それがね－一・（急に腹が立ってくる〉

チエツ，お前じゃ話甲斐がないや」

タツちゃん「お兄ちゃんの意地悪ツ」

お父さん「（新聞から顔をあげて〉幸雄，小さ

い者をいじめるんじゃない」

幸雄「お父さんのウソっき。遊園地へ連れてく

っていって，いつもウソじゃないか」

お父さん「どうしたんだね，今夜は，皆なに八

つ当りして。今度の日曜には必らず連れてく

よ」

幸雄「そーお，あてにしないで待ってるよ（と，

去る〉」

お父さん「！？」

タツちゃん「タツ子はあてにしてる」



17 同・居間

お父さん， iJlに向って書類を調べているO

お母さんの声「 （次の間から〕あなた，もうお

終いになったら，明日 も早いんですから」

お父さん「うん， もう少しだ」

18 茶の間

お母さんも，アイロンなど出してなにか仕

事している。

19 子供部屋

幸雄とタツちゃんが並んで寝ている。

幸雄，寝呆け限で起き出す。

隣ではタツちゃんがスヤスヤと白河夜舟。

幸雄，可愛いくなって軽く頬っぺたを突っ

ついていたず、らする。

20 居間

お母さん，お父さんにお茶を入れている。

すると，突然，

「火の用心，火の用心一一」

幸雄の声のようである。

お父さんとお珂－さん，顔を見合せる。

21 便所の外

中から声がする。

「火の用心，出して消すより出さない注意

ー一一」

幸雄，寝間着の前の方を直しながら出て来

る。

22 居間

幸雄が入ってくる。

お父さん「（あっけにとられて〉どう したんだ

ね，幸雄？」

幸雄「（茶の間を見て〉お母さん，あのアイロ

ン，スイアチ切ってある ？」

お母さん「切ってありますよ，どうしたの，

体？」

幸雄「お風呂の火，よ く消した ？」

お母さん「大丈夫ですよ，し、し、からもうお休み

なさい」

幸雄「寝る前にもう一度見て来て」

お母さん「ハイ，ハイ（と，立って行く〕」

お父さん「（笑って〉おい，おい，幸雄，火事

のノイローゼにでもかかったのかね」

幸雄「？（眠そうに眼をこする） 」

お母さんの声がする

「お風呂場は異常なしょ，安心なさい」

23 子供部屋

さっきのことは忘れたように，幸雄，スヤ

スヤと眠っているO

お母さん，入って来て，

「あら，もう眠っている」

じっとその寝顔を見つめる。 CF・0)

24 CF・I〕瀬川家・茶の間

宣伝雄は学校，タツちゃんは幼稚園の仕度に

忙しい。

タツちゃん「お父さんは？」

お母さん「お仕事が忙しくて，もうお出かけよ」

タツちゃん「なんだア，タツ子どうする？」

お母さん 「今日はお兄ちゃんに送ってもらいな

さし、」

幸雄「やだなあ，幼稚園のチビと一緒に行くの」

タツちゃん「（プツとふくれる〕」

25 隣の家の前

幸雄とタツちゃんが来る。

タツちゃん「（声をかける〉哲ちゃん，行きま

しよう」

哲ちゃん，洋傘を持ち雨合羽を着て出て来

る。

その後から小母さんも出て来て，

小fヨーさん「孝雄さん，お願いしますよ，あらツ，

雨具の用意は？」

幸雄「雨降るの？」

小母ーさん「昼こごろから雨ですって，新聞の天気

予報では」

幸雄「そうかなあ（と， 空を見上げる〉」

タツちゃんも真似して見上げる。

空一一雲1つなく，晴れ渡っている。

小母さん「（怒鳴る〉芳雄，芳雄， ミシンの上

の新聞見ておくれ」

芳雄兄さん，窓から首を出して新聞をひろ

げる。

芳雄「なんだ，これ3日前の古新聞じゃなし、か

／」

小母さん「おや，そうかし、。どうりでおかしい

と思ったよ。ホ，ホホホ・・一気象台だって間

違うことあるんだものネ。」
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26 街の通リ

コ信雄とそれに哲ちゃんの手をヲ｜し、たタツち

ゃんが来る。

パイパイしながら，十字路で右と左に別れ

る。

27 瀬川家・風目場

電気洗濯機が廻っている。

開け放された窓から， 自と鼻の先に前の家

の工事が見える。

28 同・庭

お旬ーさんが洗濯ものを干している。

垣根の外を八重子姉さんが来る。

八重子「お義姉さん，コンチワJ

お同ーさん「暫らく振りね，いろいろお式の準備

で忙しかったんでしょ」

八重子入って来て干すのを手伝いながら，

八重子「でもね，あと半日でわが青春時代とも

お別れと思うと，ちょっとシンミリよ。分る

でしょう，お義姉さんだってこの気持」

お母ーさん「なにいってるの，待ち遠しくて仕方

がないくせに」

八重子「（舌を出す〉」

お母さん「（クスリと笑って〉貴女たち，永す

ぎた春だったんですものね」

八重子「フフフフ……まさに頭星ツ，経験者に

はかなわない」

29 学校・教室

幸雄のクラスである。

川村先生が話している。

川村先生「この間は，皆さん消防庁を見学して

来ましたね。そこで今日は火事について，思

ったことを作文にしてみましよう」

幸雄，考える……タツちゃんの臥が浮んで

くる。

ニコツ と笑ってエンピツをなめる幸雄。

30 瀬川家・茶の間

八重子「（前の家の工事を見ながら〉随分，立

派なお家ね，羨しいナ」

お母さん「貴女たちの新居はもうすっかり…？」

八重子「チツポケなお城が出来上って，私たち

の入るのを待っているの・・・・－あ，大変，大変，

もう少しでスツポかすところだった（慌てて

立ち上る）」

お母さん「なに， 一体？」

八重子「毎週，火木土の昼ごろ伸夫さんとこへ

電話する約束なの」

と，次の間へ。

「ご免下さい一一ー」

と玄関から声がする。お母さん立って行く。

八重子の声「（居聞から〉もし，もし，あら全

部お話中？……」

八重子，戻って来る。つまらなし、。

ふと，タツちゃんのおもちゃの電話を廻し

てみる。

八重子「（おもちゃの電話で〉もし，もし，伸

夫さん，私よ い・今日も 1人で行って来ちゃ

った。木の香のプンと匂う，ガランとした新

しいお家の中で，いろいろ考えていたの。う

うん，楽しくて何時間いたって退屈なんかし

ないわ・ー…（話しを止める〉」

お母さんが入って来たからである。

八重子「（すまして）誰？お客さん」
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お母さん「火災保険の会社の人よ」

八重子「あら，まだ入っていなかったの？」

お母さん「ウチの人が，保険は嫌いだって」

八重子「お兄さん，案外古いんだナ」

お母さん「こんなところでは，自分のところで

さえ注意すれば焼ける心配はないツ，て頑張

ってるのよ。でもこの辺も段々家も増えてく

るし，私は......J 

八重子「私たちは前から計画たててんの。伸夫

さんの分から住宅公庫の払込み，私のお給料

から火災保険・・..2人がカを合せてやっと建

てた家ですもの」

お母さん「まあ，貴女たち偉いわ」

八重子「あの人，案外生活の設計が計画的で，

それに男らしくて－…もう，大丈夫かしら」

と，次の間へ去る。

八重子，電話をかけている。

31 毎朝新聞・編集局

新聞社特有の喧騒な雰囲気。

その中でも社会部は特に騒々しく忙しい。

ピルの外を走って行く消防車のサイレ ンが

聞える。

原稿を書いていた記者の伸夫，やおら電話

をとる。

伸夫「丸の内消防ですか？毎朝新聞ですが…」

その時，同僚の1人が鼻つ先に受話機を突き

つける。

同僚「おい，伸ちゃん，電話だ。未来の奥方様

から（と，小指を出す〉」

伸夫，受話機を耳に当てたままも lつを引

ったくる。

八重子の声「伸夫さん，私よ・・・・一」

伸夫「いま忙しいんだ（ガチヤリ切って，別の

電話に〉いまの火事どこですか？えツ，毎朝

新聞！？それじゃウチの社じゃないですか」

向うの写真部からカメラマンが，

「火事の現場はどこだ？」

とふっ飛んで来る。

伸夫「（怒鳴る〉 おいツ，火事は社内だぞ／

（デスクに〉僕，行って来ます。自動車伝票

下さい」

デスク「自動車！？（あきれて〉パツカヤロー，

どこへ行くつもりだ」

伸夫「あつ，そうか，いけねえ

駈け出す。

その後から声がする。

「おーいツ，火事は消えたぞ。印刷局のボ

ヤだったんだ」

32 瀬川家・茶の間

八重子がプンプンしている。

八重子「本当にひどいのよ，忙しいツて，一言

で切ってしまうんですもの」

お母さん「なにか急な事件でもあったんでしよ」

八重子「もう知らない。火木土に電話してくれ，

なんでいったくせに，絶対もうお電話してや

らないから一…住宅公庫も保険も全部あの人

に払わせてやる」

次の間で電話のベルが鳴る。

八重子「〈ケロツとして）伸夫さんかしら，き

っと家にいなかったので，かけてきたのよ」

いそいそと次の間へ。

八重子の声がはずんでいる。

「矢張りそうね・・・一ううん，いいの，お仕

事の方が大事ですもの……私，今日も 1人

で行って来ちゃった。木の香のプンと匂う，

ガ、ランとした新しいお家の中でいろいろ考

えていたの…・」

お母さん，あきれて笑い出す。

33 学校・教室

幸雄が作文を書いている。

幸雄の声「妹のタツちゃんは，おもちゃの電話

が大好きです。いつも隣の哲ちゃんと電話ゴ

ツコを して遊んでいますが，どうしても本物

の電話を使ってみたくて仕方がありません。

ある日のことです・ー一」

34 瀬川家・居間

タツちゃん電話の傍の番号控を見てい
ー，
Q。
漢字ばかりで‘読めない。その中で「宝来パ

ン店」の二文字を見つける。

タツちゃん 「（読む〉パン……パン…・・（ニツ

コリして〉きっと宝来さんの番号だわ」

タツちゃん，緊張の面持ちでダイヤルを廻

す。

-33-



瀬川家・居間

お母さんと八重子姉さんが話している。

お母さん「それで，タ ツ子を叱ったんだけど，

今度はお友達の家の電話番号を聞いてきて，

矢鱈にかけてるらしいの」

八重子「それも一つの社会教育よ」

お母さん「でも御迷惑などかけたらと思って，

あの子ったら」

幸雄の声 「それで，

ました」

八重子「そんなにご心配なら，

お母さん「？」

八重子姉さん，やおら卓上の電話機をとっ

て，違い棚の上に置く。

これではタツちゃんの手もとどきそうもな

とうとうこんなことになり

こうしfこら」

36 

し、。

37 同・縁側

幸雄の声「その翌日のことです。タツちゃんは隣

の哲ちゃんを相手に留守番をしていました」

タツちゃんと哲ちゃん，ママゴト遊びに熱

中している。

タツちゃん「もし，もし，宝来さんですか？…

…矢張りそうね， 婚しいわ……小父さん ？」

宝来パン店

小父さん電話に出ている。

小父さん「はい，はい，承知しました。お嬢ちゃ

んがご用出来て，お母さんも助かりますね」

タツちゃんの声 「（おマセに〉じゃ，お願いし

ます〉

小父さん「ハイ，毎度有りツ，（電話を切って〉

あ，いらっしゃい」

お客さんが入って来る。

店の前をお母さんが通り過ぎる。

小父さん「奥さん，奥さん（呼び止める〉」

お母さん「（来て）今日は，よいお天気ね」

小父さん「お忘れものですよ，ハイ，用意して

おきました（パンの包みを出す〉」

お母さん「あら，私，お頼みしなくてよ」

小父さん「（笑って〉いま，お嬢ちゃんから電

話がありましてね，お母さんに渡して下さい

って」

お母さん「（驚く）まあ，

35 
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タツちゃん「もうすぐご飯になりますからね」

哲ちゃん「会社に遅れないように頼むよ」

と，新聞をひろげる。

すっかり，お父さん気取りだが，新聞が逆

さなのに気がつかない。

38 前の家

大工さんたち，仕事が一段落して引きあげ

るところである。

大工さんの1人，帰りながら吸いかけの煙

草をポンと捨てる。

それがカンナ屑に燃え移る。

39 瀬川家・縁側

タツちゃんは，小さなお鍋のフタをとった

り，木の葉をきざんだりして，甲斐甲斐し

し、。

哲ちゃん「遅いなあ，タツちゃん，ご飯まだな

の？本当にお腹空いちゃったよ」

40 前の家

カンナ屑はいよいよ燃え盛って，建築中の

家に燃え移ろうとしている。

41 瀬川家・縁側

新聞を見ていた哲ちゃん，クンクンと鼻を

ならす。

哲ちゃん「コゲ臭いよ。またおコゲのご飯つく

ったの？」

タツちゃん「お馬鹿さんね，そんな筈は－・…あ

らツ （前の家に気がつく〉哲ちゃん，大変，

前の家が火事よ／」

42 家の前の道

2人，駈け出して来る。

大声で叫ぶが，近所には誰もいないのか，

ヒツソリとしている。

タツちゃんと哲ちゃん，半ベソになる。

タツちゃん「あ，そうだ，消防署へ電話しよう」

2人，家へ駈け込む。

43 瀬川家・居間

タツちゃん，飛ぴ上るが，電話には手がと

どかない。

哲ちゃん，馬になる。タツちゃんが乗ると

すぐつぶれる。

タツちゃん，踏み台を探してくる。慌てて

いるので台から転がり落ち，哲ちゃんの頭

と鉢合せ。 2人泣き出す。

やっと，手がととーいて，

タツちゃん「（オロオロ声〉カ，カカカ……火

事－・・・・・火事なんです／」

消防庁 ・指令室

係員「（電話を受けて〉落着いて，落着いて…

…場所はどこですか？」

45 電話するタツちゃん

46 電話する消防署の係員

47 瀬川家・居間

電話をかけ終って，タツちゃんと哲ちゃん，

ワアヲア泣いている。

やがて，消防車のサイレンが聞えてくる。

48 前の家

家の一部が燃え始めている。

サイレンを響かせて走ってくる消防車。

バラパラと消防士が駈け降りる。

ホースから見る聞に水しぶきが上って，炎

へ雨のように降りそそぐ。

そこへ，眼鏡の奥さんが血相を変えて駈け

て来る。 CW I PE) 

49 瀬川家・玄関

眼鏡の奥さんが恐縮している。

お母さんの前に置かれた手土産。

お母さん「まあ奥さん，隣近所はお互さまです，

こんなことはなさらずに…・・」

眼鏡の奥さん「いいえ，ほんの気持だけですか

ら……お嬢さまに差し上げて下さいまし。本

当になんといってお礼をいったらいいか，先

日はあんな失礼なことを申しまして，どうぞ

お許し下さい。」

50 同・茶の間

幸雄，タツちゃんの活躍を聞いて，感に堪

えないといった表情で感心している。

幸雄「タツちゃん，偉かったね，断然見直した

よ」

タツちゃん「ううん（と，恥しい） J 

幸雄「（思い出して〉消防庁の指令室へ電話し

たんだもの，凄いや，お父さん帰って来たら

すぐ報告しよう」

（つづく〉
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｛｜司家消防本；＇ ill
検定合格！述 輸 省
l損害保険料率算定会

製品リスト

ドライケミカル II'!久保 ローヤル CB消火撚

ケミカノレ フオ グ消火r..l ローマル四民 化消火照

二車版式酸アルカリ消火照 水惜付手抑ポンプ

泡 沫 消 火 l!3 -C不レータ（連続泡沫発生機）

!II給 付 大型消火活母船舶 JIJ泡沫消火係

各種消火薬剤

α〉株式会社初回製作所
本 社 大阪市北区神lリjlllJ 7番地

営業所 東京都中火l孟江）；橋3のl
九州出張所 制 l•"l -m－ 上 洲崎 lllf 2 4 
小倉出張所 小倉市西木 lllJ 2 

広島出張所 以 L:; 111 袋 lllJ 5 7 
名古屋出張所 名古屋市中｜ベ耐火i~j必り 6の2

新潟出張所 柏崎市川 lllf4 3 6 

仙台出張所 イiii fi' "iii 立 Ill] jj]j 5 

北海道出張所札帆 rlif)-j ILi.i条凶 2寸 117 

新刊図 書紹介

工場の防火指針

一一 業態別の予防と対策 一一

を史日本損害保険協会

災害予防部華

A5判700頁

定価55 0円

上製本

〒 60円

本書は36業種の工場について，それぞれ多数の工場を実地調査しその業種特有

の火災危険事項と予防対策を実際的な角度から記述したもので，工場防火必携と

してて場の防火責任者をはじめ消防関係各位にも是非一読願いたい図書であるO

（発売 所〕

東京都千代田｜天
神旧旅篭lllJ3の6 理工図書株式会社

電話神田（25)808・309・1217
振梓口座東京86087番



専売特許

会密閉蓄圧式消火器
特殊精製四塩化炭素

超強力消火剤使用

・全会
ヌじ

スレフJI-，、s

銃
（車輔船舶用弘・拍gal・・・…一般用%、1gal入）

金大 火消
（放射管・特殊背負ノマンド付）

( 1 gal ・1.5gal入）

国家消防本部検定合格
損害保険料率算定会認定
運輸省車輔南．船船型式承認品

消火器専門メーカ

ゴールデンエンゼル株式会社
東京都中央区銀座東六の七電話東京（54)7379,4611～品639

札幌市南一条西十四丁目一番地電話札幌①ー 07 2 8 
東京都杉並区八成町十五番地電話東京（3q) 2 0 c 2 

・・圃圃．

本社
北海道出張所
工場

損
感知器による発見

手動による消防署直結まで一貫／

通報少ない速い

火
｜設計II製作｜｜工事｜｜保守｜

災
報
知
機

営業種目

M. M式消防署前通火災級女II機
パラ式補防火災報知機
T. H式及D.S式 l~ilU；火災報知機
警察署直通非常報知機

屋内信号表示装置
トーホ一式及／ ーザン式消防胸筒
トーホ一式小型投光機
M.K.U式流量：計算盤（水道，ガス，その他〉

東京報知機株式会社
本社 東京都港灰之 川 村 lllf5の3

10831・0837・
電話芝附｜

16973・
電話新 lllJ (53) 6 2 9 4 
電話（55)3 181 ・ 5111 ・ （ 17~ ） 226
~Jj'.話（ 5 ) 2616 
電話 (4) 1442 

季刊 「予防時報」第37号

東京都千代間区神回淡路町2ノ9 担保会館内

発行所 社団法人日本損害保険協会
回話神 間（25)0141（代） ・5181（代｝

5 

（年4回1.4.7.10月発行〉

大阪市西区阿波EE四番lllJ3 5 
名古屋市 中村区笹島 UIJ （豊川ビノレ内〉
福 岡 市木 UIJ 2 1 
札幌 市北 二条 8の

昭和34年4月1日発行

関西営業所
名古屋営業所
福岡営業所
札幌営業所
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